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                   本校区は庄内よつば学園開校に向けて徐々に学校行事などの

                取り組みを合わせてきている。しかしながらそれぞれの小学 

                   校区によってその子どもたちの置かれた環境は大きく異なっ                   

ており、さまざまな境遇の子どもたちが学んでいます。 

                   幼保こ小の教育に携わる全教職員がそれぞれの子どもたちの 

                   置かれた環境を理解し取り組むことが求められています。 

 

 

 

 

                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

                   今年度は 2月 25日（火）に庄内西 27日                   

                   27日（木）に庄内南・千成で体験 

                   入学が行われます。 

                   これまで、具体の交流が持てて 

                   いなかったことが少し残念で 

した。 

 

     

  日々の遊びや行事などへの取り組みを通じて他者を大切にできる心を育てていく    

 

 それぞれの園所での取り組みの中で、最初は自分のことだけで精一杯だった子どもたちが、話し合い

や行事への取り組みを通じて他者を理解する心や他者を大切にする心が育ち、声を掛けたりができる

ようになったということが共通していました。このことは小学校でも大切なことであり、小学校におい

ても行事を通して他者理解の心を深め、「友人にどのような言葉をかければ良いのか？」とか、「このよ

うな行動は良くないかな？」など、気持ちよく他者と共存することに対する考えを深めていく必要があ

ると考えています。園所・学校での取り組みがさらに求められていくと考えています。 

 

４月 

5月 

６月 第一回幼保こ小校区連絡

会 

７月 

8月 幼保こ小 夏期研修会 

9月 

10月 各校運動会 

11月 

12月 

月 

1月 第二回幼保こ小校区連絡

会 

2月 幼保こ小交流会 

各園所学校見学・体験 

3月 

庄内南・庄内西・千成小学校 校区 

子どもの可能性を広げるために 

～教職員の交流から始める子どもの育ちの接続～  

 

確かに園所においても

小学校においても日々

のことに精いっぱいで

なかなか時間が持てな

い現実がある。時間を

捻出する必要がある。 

 一学期に行われた庄内南・千成小オープンスクールには 

栄町こども園の教職員が卒園生の成長ぶりを見に来られま

した。子どもたちの成長した姿を見てその後の園での取り組

みに活かせたとのことでした。 



幼保こ小連絡協議会『芽ばえ』51号 

 

 

 

 

 


